
彙　　　　　報

昭和53 年度第２回常任委員会

日　　時：昭和53年９月２日 ぐ土）午後２時～５時

場　　所：京都堀川会館

出 席 者：全員出席，氏名略

議　事：1） 第77回大会（１0月１4日，15日　関西外国語大学）のプログラムを

作成し，司会者を決定。

2） 第78回大会r 昭和54年６月２日，３日　東京都立大学）の大会逐

営委員長を奥津敬一郎氏に委嘱することを委員会にはかることに

した。

3） 次期選挙日程について検討。

4） 委員会選出の各種委員等の任期についての内規案を検討。

5） 編集委員長に関する会則改正案について協議。

6） 副会長，会計監査委員の委員会出席についての内規篆を作成。

7） 本会への受贈図書の保管を東京外国語大学アジア・アフリカ言語

文化研究所に委託することを協議。

8）「言語研究」バックナンバー65号までの販価を1,000円［郵送分は

］1,200円）に決めた。

9） 評議員については，今後，検討の必要があるとの意見があった。

昭和53 年度第２回委員会

日　　時：昭和53年10 月14 日（土）午蒻10時30 分～午後１時

場　　 所：関西外国語大学研究館204 号室

出 席 者：泉井久之助（会長），池上二良，加藤正信，岸本通夫，北村　 甫，

江　　 実，崎山　理，佐藤　 茂，下宮忠雄，関本　至，竹内和夫，

田中克彦，田村 すゞ子，寺村秀夫，徳川宗賢，徳永康元，西田随雄，
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蛭沼寿雄，堀井令以知，松田伊作，松本克己，村山七郎，矢 島文夫，

山口秀夫，吉川　 守，吉町義雄（以上26名）

オブザーバー：服部四郎（副会長），大束百合子，日下部 文 夫 （以上会計監査

委員），岩本 忠 （事務局主務者）

欠 席 者：（委任状提出）

池上禎造，石綿敏雄，井上史雄，岩井隆盛，梅田博之，大江三郎，

大江孝男，奥津敬一郎，川本茂雄，金田一春彦，国広哲弥, W.A.

グロータース，小泉 保，五 島忠久，小林英夫，阪倉篤義，柴田 武，

鈴木孝夫，塚本 勲 ，辻　 直四郎，中島文雄，野村正良，野元菊雄，

橋本萬太郎， 長谷川松治， 林　 栄一， 林　　大， 原田信一，日野

資純，平山輝男，藤原与一，三根谷徹，三宅　 鴻（以上33名）

：（委任状なし）

井上和子，岩倉具実，上村幸雄，大野　 晋，風間喜代三，北嶋静江，

木村彰一，河野六郎，佐藤喜代治，佐藤則之，新村　猛，千野栄一，

長谷川欣佑（以上13名）

報告および議事:

1） 昭和53年度第１回委員会の議事録を承認した。

2） 第78回大会（昭和54年６月２日，３日　東京都立大学） の大会運

営委員長に奥津敬一郎氏を委嘱することを承認。

3） 学会あて受贈図書の保管先を東京外国語大学アジア・アフリカ言

語文化研究所に決定。

4） 次期選挙日程について次のように承認。

Ａ．会長，会計監査委員，委員の選挙。

投票用紙発送　　　12 月初旬

投票締切　　　　　　 １月10日

開　票　　　　　　　　　１月20日

Ｂ．常任委員，編集委員長の選挙。

投票用紙発送　　　　 ２月初旬

投票締切　　　　　　 ２月下旬
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開　票　　　　　　 ３月上旬

発　表　　　　　　　３月中旬

なお，Ｂ．の選出は新委員会が行なうが，選挙管理は現選挙管理

委員会で行なう。

5） 委員会選出の各種委員等の任期について，次のように内規を決范

「委員会選出の各種委員等とその任期は次の通り。

東洋学研究連絡委員会委員（２年）

語学文学研究連絡委員会委員（２年）

九学会連合理事（１年～３年）

文部省科学研究費補助金にかかる審査委員候補者

第１段（１年）第２段（２年）

ただし，委員退任後２年以内の選出はしないものとする。また，

上記委員を同時に２つ以上兼ねないものとする。｣

6） 文部省科研費配分委員候補者を次のように追加し，承認。

第１段委員　　　野元菊雄，蛭沼寿雄

第２段委員　　　徳永康元

7） 編集委員長に関する会則第17条の改正を承認。

「会則第17条

編集委員長は，個人会員中より委員会が選出する。

任期は２年とし，留任しないものとする。

会則第17条の２

編集委貝長は，機関誌の編集に関する責任を負い，常任委員

会に出席し，諮問に応ずるものとする。｣と改正。

8） 副会長，会計監査委員の委員会出席について，次のように内規を

決めた。

「副会長・会計監査委員は，委員会に出席し，意見を述べること

ができる。ただし，議決権はない。｣

9） 常任委員会開催通知を副会長にも発送することになった。

10） 故小林英夫氏の追悼文（「言語研究亅）は，現会長が執筆すること
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になった。

第77 回大会

期　　日：昭和53 年10 月14 日（土）・15日（日）

会　 場：関西外国語大学旧棟216 号室

第１日〔10月14 日〕

開 会 の 辞

講　　 演 （午後１時30 分～3 時30 分）

矢島 文夫 「古代エジプト語系統論の近況」

徳永　康元 「ラジツィウス・ジュラ(Laziczius Gyula) 一人と業績－」

会員懇親会 （午後５時より　谷本国際文化センター１階）

第２日（10 月15 日）

研究発表（午前10 時～12時）

1）「ネクサス＝ジャンクションの一般言語学的効用」 富永　道夫

2）『到来と未来－ロシア語における二つの『未来形』

について亅　　　　　　　　　　　　　　　　　米重　文楔

3）「朝鮮語の形容詞　一日朝両語の対照における一」 北嶋　静江

3）「日本語助動詞の相互連結順序に対する対照言語学的アプロー

チ　ー埋め込み制約と機能的成層を用いて一」　沢田　治美

臨時会員総会（午後１時～1 時30 分）

研 究 発 表（午後１時30 分～3時30 分）

5）「母音の広狭が音素の接続時間および基本周波数曲線に

及ぼす影響について」　　　　　　　　　　　　杉藤美代子

6）「ガレラ語における方向・指示の接語形式」　　　 和田　祐一

7）「音韻分析の相対性　一文字と言語に関連してー」 橋本萬太郎

8）「比較研究と語構成研究は連続なものか

一日本語を中心としてー」　　　　　　　　　　吉田　金彦

特 別 講 演（午後３時30 分～4 時30 分）

安本　美典 「日本語の誕生」

閉 会 の 辞　　　　　　　　　　　 第77 回大会運営委員長　 吉町　義雄
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受贈図書 リスト（昭和53年６月１日～昭和53年ﾕO月31 日）

宇部短期大学学術報告　No.  14　　　　　 （香川学圃宇部短期大学　1978,1 ）

Ｘ線映画資料iこよる母音の発音の研究　国立国語研究所報告　60

（国立国語研究所:1978,3)

大阪教育大学英文学会誌　Ｎ０.23　 （大阪教育大学英語英文学教室　1978,3 ）

大阪教育大学紀要I, 人文科学　Ｖｏｌ､26，Ｎｏｓ.1・2；3

（大阪教育大学, 1977,1 ； 1978,3)

カナノヒカリ　Nos.  670-674　　　　　　　　　　（カナモジカ イ　1978,6-10)

関西外国語大学 研究論集Nos. 27 ； 28 （関西外国語大学　1977,11 ； 1978, 7)

研究報告集　１　国立国語研究所報告　62　　　 （国立国語研究所・ 1978,3)

計量国語学　Vol.ll,  Nos.5 ； 6　　　　　　　 （計量国語学会　1978,6 ；9 ）

考古学雑誌　Vol.64,  No.l　　　　　　　　　　　 （日本考古学会　1978,6)

国語学　第113 ； U4 集　　　　　　　　　　　　　 （国語学会　1978,6 ；9）

国語学　研究と資料　Ｎ０.3　　　　 （早大　 国語学研究と資料の会　1978 ，6）

国立民族学博物館研究報告　Ｖｏ】｡3，Ｎ０.2　　 （国立民族学博物館　1978,6)

語学研究　Ｎ０.15　　　　　　　　　　　　　 （拓殖大学語学研究所　1978,7)

システム空間論　　　　　　　　　　　　 （富士ゼロ 。クス株式会社　1978,7)

宗教研究　Vol ｡ 52　第l;  2m　　　　　　　 （日本宗教学会1978,6  ; 9)

人文論叢　No.  3 1977　　　　　　　　　　　　　 （東京工業大学　1978,1)

人類学雑誌Vol.85,  Nos, 2 ； 3 ； 4 ； Vol. 86, Nos. 1 ； 2

（日本人類学会　1977j 6 ; 9 ; 11 ; 1978, 1 ; 4)

専修語学ラポラトリー論集　Ｎ０,6　1977　（専修大学ＬＬ研究室　1977,12）

朝鮮学報　 第87 ； 88輯　　　　　　　　　　　　　 （朝鮮学会　1977, 4 ; 7)

通信　No.  33　　　　　　　　 （アジア・アフリカ言語文化研究所1978,7)

テレトピア ‘78年6 ； 9； 10月号 （日本電信電話公社広報部1978 6 ；9；10）

電子計算機による国語研究　IX　 国立国語研究所報告　61

（国立国語研究所　1978,3 ）

東京外国語大学論集　Area and Ｃｕ】ture Studies 28

（東京外国語大学　1978 ，3）
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東洋 音楽研 究　 第43 号　　　　　　　　　　　　　 （東洋 音楽学会　1978,7 ）

東洋文庫 年報 （昭 和51 年度）　　　　　　　　　　　　 （東洋文 庫1978,3)

東 方学　Vol.56　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （東方学会　!｡978,7)

東 方学会 報　No.  34　　　　　　　　　　　　　　　　 （東方 学会　1978,9)

東方学報Vol.59,  Nos.  3 ・4　　　　　　　　　　 （東洋文庫1978,3)

都大論究　No.  15　　　　　　　　　 （東京都立大 学国語国文学会　1978,3)

新潟大学教 育学部紀 要 Ｎ０.19 （人文 ・社会科 学編）

（新潟大学 教育学 部　1978,3)

日本学術会議 月報Vol.19,  Nos.4-9  ( 日本 学術会議広報委員会1978,4-9)

安本美典 「日本語の成立」　　　　　　　　　　　　　　 （講 談社　1978,5)

日本民俗学　Nos. 116 ； 117 ； 118 ； 119　 （!E1本民俗学会　1978,5  ; 7 ; 8 ; 9)

ノートルダム清心女子大学紀要（国語・国文学緇）Ｖ０１.2,Ｎ０.1

（ノートルダム清心女子大学　1978,3）

文 学研 究　 第75 輯　　　　　　　　　　　　　　 （九州 大学文学部　1978,3)

放 送文化 ’78年 ６月号～11 月 号　　　　　 （日本放送出版協会1978,6-11)

方言談話資料（1） 国立国語 研 究所資料集10　　　 （国立国語研究所　1978)

民 族学研究　Vol.43,  Nos.  1  ; 2　　　　　　　 （日本民族学 会　1978,6  ; 9)

月刊　 みんぱ く　’78年 ６月 号～10 月号　　 （国立 民族 学博物館　1978,6-10)

山口国文　 創刊号　　　　　　　 （山 口大 学文 理学部国語 国文 学会　1978,3)

琉 球大学語学文学論集　No.  22　　　　　　　 （琉 球大 学法文学部　1977,12)

立正大学国語国文　Vol.  14　　　　　　　 （立 正大学国語国文 学会　1978,3)

j4 Khaling-En がj4 51 がjｓみ･扣x･iling Glossa り(Tribhuvan University,

Kathmandu,  1975,3)

Annual i ゆ･･rts　Vol.  3　　　　　　　　　　　　　　　　 （I.Ｃ.Ｕ.，1978 ）

ル･chiv  Orientdlni  (ArO りVol.46,  No.2　 ，　　｡(Academia Praha,  1978)

Bulletin  d'Analyses de  la  Litt。。xzf。re Scienti β卯ｇ Bulgat・，Ｎ０.2

（Ａｃａｄｅｍｉｅ Bulgare des Sciences, Sofia, 1977)

Bulletin Q/ ’ the Schoi･X がOriental  a㎡African  St㎡test  Vol. XLI, Part 2

(University of London,  1978)

彙　　　　報
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Kac,  Michael Ｂ. : Ｃ∂representation が Ｇｒａ夕!imatical Structure

(Ｃrｏｏｍ Helm Ｌｏｎｄｏｎ,19?5)

Desert μiiie  and φ 覘d 石nguistics  (Bulletin of the I.C.U. Summer

Institute in Linguistics)  vol.  XI　　　　　　　　　(I. Ｃ. Ｕ 。1978,4)

鳶 ㎡ む 。Romane ぶde  Brt･o,  Vol. Ⅸ　( Ｕｎｉｖｅrｓita J. Ｅ. Ｐｕrｋy ｎ叺 Ｂr ｎ０,1977)

Knepler,  Georg : Geschichte als 冢 りy  zum  Musikvlt ａ Ｍ ｓ力l iｓ

( Ｖｅrlag Philipp Reclam jun.,  Leipzig,  1977)

Lexico 夕Ｉ Ｎ ０．６　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 岩 崎 研 究 金 ，1977)

Ｍ ｏＥ０３ＨａｌｃＴａ０,69( Ｎ ０.3) ；70(l ｀ヽ 10.4)　　(HayitoBa  aymka,  KhTb,  1978)

jlVxz
れji! ４ : 

醜Xa j･ ｇ t
ａｚ夕k  (5esky.  rocrnk; 61 。!ls1・1  ; 2  ; 3,1978

( Ａｃａｄｅｍｉａ nakladatelstvi Ceskosloveosk6 akademie ｖＭ)

Ｐyｃｃ１(ajl JOiTepaTypa,  Nos. 2 ；3　　　　　　　　　　(jleH 朗rpa,･1,1978)

Pyccicwft j13 ｀ヽ゛ Ｂ ｕｎｃｏ.;le．Ｎ ０.4　　　　　　( ｎ ｐｏｃａｅ皿ｅ畊ｌｅ Mockbs,  1978)

ヽS` 1･omfk 乃・aci  Filosoficki  Fakulty･Brnensk･･!l/ ㎡z･erzity,  rofinik XXV

[Ｕｎｉｖｅrｚitａ].E.PurkynS Ｖ Brnfi,  1976)

ＣＡＭＰＢｓＬＬ,Ｌy 】ｅ : Quichean  Linguistic  Prehisto ぴ

( Ｕｎｉｖｅrｓitｙ of California Publications Linguistics 81,1977)

ｇヽ ∂卯 ａ ぶovesnost,  roとnik χχχI χ,ａ ｓlo 2

(Ce ｓkoslo ｖｅｎｓｋｌ Akademie v £d,1978)

＆ μ･ ね2 Ling ㎡siica  TV　　　　　　　　　　　　　　　　( 上 智 大 学 ，1978)

ＢｅｃＴＨ皿Jlej 珊Ｂｒpa ぷCKoro yll ¶ＢｅｐｃＭＴｅＴａ(licTop Ⅲl-j13MR- ＪｌｌＴｅｐａＴypa) ，Ｎ０.8

(Jle ｕｕrpa μ,1978)

Shimomiya, Tadao : ２xjバr か 山 がe  des  G ∂∂ｙが ㎡1 のj

( Ｇａｋｕｓhｕin- Ｆｏｒｓch ｕng ｓrｅthe 4,1978)
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◇　物　故　会　員

原田　信一（10月16 日逝去），岩倉 具実（10 月18 日逝去），

高木伊佐夫（11月５日逝去）

◇ 訂　 正

本誌第71 号p.  101所載のJan Ｐ岶ｃＨＡｓ＆ｚ心f ＆㎡tes  iu Langua,β,11

Language Behavior (Amsterdam, 1976)は「書評図書｣につき，訂正します。

◇　本誌は文部省昭和53 年度科学研究費補助金の交付を得て刊行されたもので

ある。
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